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滋賀県生涯学習推進本部 

  



I   開 催 要 項 

 

１ 事業の目的 

企業・団体・行政等の機関が連携し、「人と人とがつながる 子どもの育ち応援広場」をテーマに、

様々な学びや体験の素材をワンストップで提供します。 

また、多様な主体が一つの場に出展することにより、新たな協働のきっかけづくりや学びを生か

した地域づくりなどにつなげます。 

  

２ 事業の概要 

体験プログラム、実演、セミナー、展示ブース等が一堂に会し、環境、文化・歴史、健康・福祉、

安全・安心、暮らしなど、テーマごとに同時並行で各種プログラムを提供します。 

来場者のみなさまには興味あるものを自由に選んで参加いただきます。 

 

３ 日時･会場 

 米原会場   ８月 ７日（金） １１：００～１６：００ 

             文化産業交流会館（米原市下多良二丁目137） 

 大津会場   ８月１９日（水） １１：００～１６：００ 

             ピアザ淡海（大津市におの浜1丁目 1番 20号） 

 

４ 主 催 

  滋賀県、滋賀県教育委員会 

 

５ 共 催 

  滋賀県警察本部、公益財団法人滋賀県文化振興事業団 

 

６ 後 援 

  ＮＨＫ大津放送局、株式会社ＺＴＶ滋賀放送局、株式会社エフエム滋賀、 

ピースマム･プロジェクト、びぃめ～る企画室 

 

７ 協 力 

  ＮＰＯ法人滋賀県社会就労事業振興センター 

 

８ 協 賛 

長浜キヤノン株式会社、積水樹脂株式会社滋賀工場、株式会社 童夢、株式会社カネカ滋賀工場、 

おうみ冨士農業協同組合、大阪ガス株式会社滋賀事業所、ヤンマーミュージアム、ＪＡＦ滋賀支部、 

滋賀ダイハツ販売株式会社フレンドシップ大津店、滋賀トヨタ自動車株式会社、株式会社 日吉、 

長浜信用金庫、関西アーバン銀行、滋賀中央信用金庫、住実香～すみか～はんべ工務店、 

マクドナルドびわ湖大橋店、マクドナルドびわ湖阪本店、マクドナルド柳が崎店、 

ＮＥＸＣＯ西日本関西支社、 



II   各 会 場 別 実 績 

 

１ 米原会場 

 出展団体数      ４９団体（前年比 ▲１４） 

 出展プログラム数   ５２プログラム（前年比 ▲１９プログラム） 

 来場者数       １，８００名（前年比 ▲５０名） 

  （時間別来場者数） 

    １１時台    １，０７２名 

    １２時台      ２１０名 

    １３時台      ３６６名 

    １４時台      １２８名 

    １５時台       ２４名 

 テーマ別参加者数   のべ参加者１３，３６６名 

  〔環 境〕    ７プログラム   １，４６５名（11.0％） 

  〔文化・歴史〕    ９プログラム   １，４０２名（10.5％） 

  〔健康・福祉〕   １１プログラム   ３，７４８名（28.0％） 

〔安全・安心〕    ８プログラム   ２，９００名（21.7％） 

〔暮 ら し〕   １３プログラム   ３，１８３名（23.8％） 

〔販   売〕    ４プログラム     ６６８名（5.0％） 

 

２ 大津会場 

 出展団体数      ７０団体（前年比 ▲２） 

 出展プログラム数   ７２プログラム（前年比 ▲１２プログラム） 

 来場者数       １，９００名（前年同数） 

  （時間別来場者数） 

    １１時開始時  １，０６２名 

１１時台      １９１名 

１２時台      １６１名 

１３時台      ２９８名 

１４時台      １５０名 

１５時台       ３８名 

 テーマ別参加者数  のべ参加者１２，０２３名 

  〔環 境〕   １５プログラム   １，８０３名（15.0％） 

〔文化・歴史〕   １２プログラム   １，２７９名（10.6％） 

〔健康・福祉〕   １０プログラム   １，３９３名（11.6％） 

〔安全・安心〕   １６プログラム   ４，５５８名（37.9％） 

〔暮 ら し〕   １１プログラム   ２，２１４名（18.4％） 

〔販   売〕    ８プログラム     ７７６名（ 6.5％） 

 



 

III   テ ー マ 別 実 績 

 

１ 〔 環 境 〕 

 米 原 会 場 大 津 会 場 左記のうち、両会場共に出展 

体  験 ４プログラム １０プログラム ２プログラム 

展  示 ３プログラム ５プログラム ３プログラム 

計 

参加者数計 

７プログラム 

１，４６５名

１５プログラム 

１，８０３名

 

 

 

〔環境〕では、滋賀県産の素材を使った工作体験や、琵琶湖やエネルギーに関する学習を通して、

環境への取り組みを身近に感じていただくことのできるプログラムが実施されました。 

 

 

 

米原会場 

米原会場では、７プログラムに参加者全体の約１１％の方が体験されました。定員制のプログラ

ムは1プログラムありました。 

リサイクル体験「牛乳パックからはがきを作ろう」のブースは、ミキサーを用いて牛乳パックか

らはがきを作る体験ができ、捨ててしまいがちな物から新たな製品ができることを知り、リサイク

ルによる資源の活用の大切さを多くの子どもたちが学んでいました。 

また、「びわ湖の魚や貝の研究を体験しよう」のブースでは、生きた魚や貝などを間近で観察で

きるだけでなく、顕微鏡を使って微生物の観察もでき、身近なびわ湖に生息する様々な生き物を興

味津々に観察していました。 

その他にも、「プラス・サイクル～自転車発電！～」のブースの自転車による発電や、「希望が丘

アウトドアスクール“体験は宝”」のブースのどんぐりを用いた工作などで、子どもたちが楽しく

学んでいました。様々な視点から環境についての「学び」を提供できました。 

 

大津会場 

大津会場では、１５のプログラムに参加者全体の約１５％の方が体験されました。定員制のプロ

グラムは５プログラムありました。 

「竹細工で遊ぼう」や「おおたにキッズキャンパス～作ってとばそう！わごむてっぽう～」のブ

ースでは、子どもたちが楽しく体験していました。「-196℃の冷熱実験＆地球にやさしい燃料電池



実験」や「エネルギーを感じて家庭のムダをなくそう」のブースでは、エコや省エネについて体験

を通して学んでいました。また、「ヨシを使って写真入りヨシ額つくり」や「よし笛工作とよし笛

試奏・体験」のブースでは、琵琶湖のヨシを用いた工作や体験ができ、「琵琶湖の環境保全につい

て」、「ヴァーチャルフィッシング びわ湖のお魚つり」などのブースでは琵琶湖につい体験を通じ

て楽しく学ぶことができました。その他、滋賀県の環境について多くの方に楽しみながら学んでも

らうことができました。 

 

 

２ 〔 文化・歴史 〕 

 米 原 会 場 大 津 会 場 左記のうち、両会場共に出展 

体  験 ７プログラム １１プログラム ５プログラム 

展  示 ２プログラム １プログラム １プログラム 

計 

参加者数計 

９プログラム 

１，４０２名

１２プログラム 

１，２７９名

 

 

 

〔文化・歴史〕では、滋賀県に伝わる文化や歴史を学んだり、昔の暮らしの体験をすることので

きるプログラム、世界の文化に触れることのできるプログラムが実施されました。 

 

 

米原会場 

米原会場では、９プログラムに参加者全体の約１１％の方が体験されました。定員制のプログラ

ムは４プログラムありました。 

「滋賀にまつわる戦争の記録」のブースでは、子どもたちへ戦争は繰り返してはならないという

思いが伝えられました。「ちびっこ海外協力隊 in 米原～世界の国旗づくりと民族衣装体験～」

のブースでは、色々な国の衣装を着てみたり、国旗を作るといった体験を通して、世界への関心を

深めていました。 

また、「わたから糸つくり、糸から織を体験しよう！～コースターをつくろう～」や「麻の布オ

リガミで金魚を折ってみよう！」のブースでは子どもたちが糸や布に関する体験を楽しみ、「ミシ

ガンのことを知ろう！ クイズもあるよ」のブースでは姉妹友好州であるミシガン州について多く

の子どもたちが学んでいました。 

 

大津会場 

大津会場では、１２のプログラムに参加者全体の約１１％の方が体験されました。定員制のプロ

グラムは７プログラムありました。 



「考古資料に触れよう！」や「古代アッシリアのくさび型文字を粘土板でつくろう」のブースで

は、昔の土器を見たり、昔の文字を彫るなどの体験を通して、古代の文化に対する関心を深めるこ

とができました。 

また、「つちっこ 願いを込めたタヌキをつくろう」や「世界に一つだけの「うちわ」を作ろう！」

などのブースでは自分だけのオリジナル作品を作る体験を楽しんでいました。「世界を体験しよ

う！ぐろーかるカフェ ～マレーシア編～ ～アフリカ編～」のブースでは、世界の文化に触れる

体験を通じて、世界の文化・歴史について親子で学ばれていました。 

 

 

３ 〔 健康・福祉 〕 

 米 原 会 場 大 津 会 場 左記のうち、両会場共に出展 

体  験 ９プログラム ９プログラム ６プログラム 

展  示 １プログラム １プログラム ０プログラム 

実演、他 １プログラム ０プログラム ０プログラム 

計 

参加者数計 

１１プログラム 

３，７４８名

１０プログラム 

１，３９３名

 

 

 

〔健康・福祉〕では、食べることやからだのことなど、身近なテーマで健康や福祉を学習していた

だくことのできるプログラムが実施されました。 

 

 

 

米原会場 

米原会場では、１１プログラムに参加者全体の約２８％の方が体験されました。定員制のプログ

ラムは、３プログラムありました。 

「正しくきれいに手を洗おう！（食中毒を予防しよう！）」のブースでは、手にブラックライト

を当て、手の汚れを観察し、手洗いの重要性について学ぶことができました。また、「ふくしの自

動車はここがスゴイッ！！」のブースでは、車いすに乗って福祉車両の乗車体験を、「バリアフリ

ー学習～バリアフリー社会を実現するために～」のブースでは視界を制限するゴーグルを身に付け

ることで目が見えにくい人の立場を体験することで、皆が暮らしやすい社会をつくっていくことの

大切さを学ぶことができました。 

「出張ふれあい広場『ひつじたちがやってくるよ』」のブースでは、ひつじやうさぎ等に触れる

ことができ、子どもたちがそっと抱き上げるなどして小動物の命を感じていました。「人形劇「ピ



ーマン太郎の活躍でホームラン！」」のブースでは食べることの大切さについての人形劇が行われ、

より身近な健康に関する学びを提供することができました。 

 

大津会場 

大津会場では、１０のプログラムに参加者全体の約１２％の方が体験されました。定員制のプロ

グラムは、３プログラムでした。 

例年人気のブースである「バター作り体験」では、身近なバターを自ら作り・食べる体験ができ、

「はかるカルシウムゲーム」で身の回りの食品のカルシウム量を調べる体験をすることで、食と健

康への関心を深めていました。 

「聞こえないことを知って聞こえない人と話してみよう」のブースでは、実際に耳の不自由な方

が暮らすために工夫されていることを知り、手話による会話などを体験され、子どもたちは戸惑い

ながらもよく学んでいました。また、「スポトレ★しが かけっこ 10種競技で運動能力ＵＰ！」の

ブースでは、トレーナーの方々と一緒に多くの子どもたちが、実際に体を動かす楽しさを感じてい

ました。 

 

 

４ 〔 安全・安心 〕 

 米 原 会 場 大 津 会 場 左記のうち、両会場共に出展 

体  験 ５プログラム １１プログラム ３プログラム 

展  示 ３プログラム ５プログラム ３プログラム 

計 

参加者数計 

８プログラム 

２，９００名

１６プログラム 

４，５５８名

 

 

 

〔安全・安心〕では、交通、防災、防犯への取り組みを見たり体験したりする中で、身の回りの安

全・安心がどのように守られているかを学んでいただくプログラムが実施されました。 

 

 

 

米原会場 

米原会場では、８プログラムに参加者全体の約２２％の方が体験されました。 

「夏休みお天気広場」のブースでは、ペットボトル内で雲や竜巻の渦をつくる体験で学んでいる

子どもたちが多くいました。「プラス・サイクル～自転車シミュレーターでルールとマナーを学ぼ

う！」のブースでは、子どもにも身近な自転車のシミュレーターに乗って、交通ルール・マナーを



楽しみながら学んでいました。 

また、「安全・安心な食肉をお届けする滋賀食肉センター」のブースでは近江牛の安全・安心に

ついて学びました。 

 

大津会場 

大津会場では、１６のプログラムに参加者全体の約３８％の方が体験されました。定員制のプロ

グラムは、１プログラムでした。 

「機動隊の盾、持てるかな？」や「警察官に変身！ジュニアポリス体験」のブースでは、子ども

たちが市民を守っている警察官の盾を持ったり、警察官の制服を着るなどの貴重な体験をしました。 

また、「指紋採取に挑戦！鑑識作業体験！」のブースでの自分の指紋を採取する体験や、「きて！

みて！さわって！高速道路！（ドライビングシミュレーターで運転体験！）」のブースでの高速道

路での自動車の運転体験などの日頃体験できないものに、多くの子どもたちが参加・体験して、学

びました。 

 

 

５ 〔 暮らし 〕 

 米 原 会 場 大 津 会 場 左記のうち、両会場共に出展 

体  験 ８プログラム ６プログラム ３プログラム 

展  示 ３プログラム ３プログラム ３プログラム 

実演、他 ２プログラム ２プログラム ２プログラム 

計 

参加者数計 

１３プログラム 

３，１８３名

１１プログラム 

２，２１４名

 

 

 

〔暮らし〕では、身の回りのものを用い、暮らしに役立つ体験や工作体験をすることができる 

プログラム、また、身近な暮らしの疑問を解決できるようなプログラムが実施されました。 

 

 

 

米原会場 

米原会場では、１３プログラムに参加者全体の約２４％の方が体験されました。定員制のプログ

ラムは、４プログラムでした。 

「火おこし体験で火の大切さを知ろう！」や「はかってみよう！計量教室」のブースでは、暮ら

しの基礎となる火おこし体験や計量体験を通じ、親子で熱心に学ばれていました。 



「飲み物の糖分をはかってみよう！」のブースでは、コーラなどの身近な飲料の糖分を実際に計

測し、多くの糖分を含んでいることを学び、多くの子どもたちが驚いていました。 

「高速道路ドライビングシミュレーターでITSドライブ体験」のブースでは、自動車のシミュレ

ーターに乗れる体験が子どもたちに非常に人気でした。 

 

大津会場 

大津会場では、１１のプログラムに参加者全体の約１８％の方が体験されました。定員制のプロ

グラムは、３プログラムでした。 

「貯金箱を作ろう！（お金クイズもあるよ）」や「世界でたったひとつのビー玉回転台工作」、

「手作りモーターに挑戦！」、「『元気』缶バッジをつくろう！」のブースといった工作体験は、多

くの子どもたちの関心を引き付け、工夫しながら熱心に自分で工作されている様子が見受けられま

した。 

また、「さまざまな本を手にとって想像力をひろげよう！」のブースで色々な本に興味を示され

ている子どもたちが多くおられました。「人権ふれあい啓発『ジンケンダーと学ぼう！』」と「知っ

ていますか？『男女共同参画』って」のブースでは、大事な人権問題についてジンケンダーと一緒

に楽しく学んだり、男女の社会参画について真剣に学んでいる様子が見られました。 

 

 

６ 〔 販 売 〕 

米原会場では４事業所、大津会場では８事業所が出店されました。 

〔販売〕では、障害のある方たちが手作りで製造しているパンやお菓子、ジュースの販売だけでな

く、陶器製品の販売やヨシ紙の販売・お絵かき体験などを通じて、身近な地域で活躍されている団体

の活動を知っていただく機会を提供し支援する機会となっています。 

さらには、県有施設内で出店されている店舗にも協力いただき、人気のカレーライスの提供など

で、多くのお客様で賑わいました。 

 

 

 

 

 出展者の皆様ありがとうございました。 

  

 

 

 



７ 〔 ブースラリー 〕 

昨年度に引き続き、ブースラリーを実施しました。環境、文化・歴史、健康・福祉、安全・安心、

暮らしの５つゾーンを色分けし、各ブースにおいて学習した小学生以下の子どもたちにブースの色

のシールを配っていただき、３色以上のシールを集めた子どもたちを対象に協賛企業からいただい

た景品が当たる抽選を行いました。 

各ブースで意欲的に学び、シールを集めた子どもたちが数多く抽選会場に集まりました。協賛事

業所様に御協力いただき景品は種類も多く、子どもたちは何が出るのかワクワクした面持ちで並ん

でいました。はずれなしで景品が当たった子どもたちは、皆笑顔で歓声をあげていました。 

 

 

 

 協賛いただきました事業所の皆様、ありがとうございました。 


